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□ お知らせ □ 衛生指導（ATPふき取り検査）

今シーズンもノロウイルスによる食中毒が猛威を振るっており、1月末に和歌山県での
学校給食が原因で児童、教職員を合わせ719人が感染したことがメディアでも報道され
ました。また、東京都感染症情報センターによれば、保健所に報告された集団発生報告
数は、保育所、小学校などにおいて昨シーズンより倍以上の件数が報告されています。

昨年末に国立感染症研究所などの調査において、ノロウイルスの遺伝子型に複数の
変異が起きているという報告がありました。さらに、今シーズン感染している遺伝子型の
大半を占める「GⅡ.2」の遺伝子にも変異が起きているということが判明しています。その
ため、過去に感染し、免疫を持っている遺伝子型でも、再度感染してしまうということが起
こり得ます。

まだまだ、ノロウイルスによる感染の拡大が考えられるため、今後も手洗いなどの衛生
管理をしっかり行うことで、感染しないようにすることが重要です。

寒い季節でも、工場、倉庫、厨房などの気温が保たれている建物内にはネズミが侵入し、製品

を汚損したり、ケーブルを齧ったりする被害が起こります。そんな害を与えることが多いネズミです

が、中国にはそのネズミのひげ（正しくは洞毛という感覚器）を使用した鼠髭筆（ソシュヒツ）があり

ます。鼠の髭ではなく尾毛であったなどの諸説はありますが、昔中国の名筆家王義之がその筆

を使用して、蘭亭序（書道史上最も有名な諸作品）をつくりました。この筆は、弾力があり丈夫で書

家が珍重したとされます。一頭に数本しかないネズミのひげを筆にすることは、数十頭のネズミを

捕獲し、ひげを取らなければならないため、相当な手間暇がかかっていることが分かります。現在

では、ネズミのひげではなく、リスの尾の毛を用いたものが鼠髭筆として販売されています。

ネズミだけでなく、害を与えることが多い動物でも、何かしらのことで役に立っていることがある

かもしれませんね。

食品工場、飲食店などにおいて、食品衛生の基本は手洗いです。

手洗いがしっかりできているかを調査するために、近年では自社でATP検査を行っている現
場もあります。しかし、機材を使用し検査をしてもなかなかルールの徹底ができていない場

合もあります。弊社では、ATP検査を行うことに加え従業員の方への教育として講習会、衛
生指導、現場確認等も行っています。なかなか手洗いのルールの定着を行うことができない

でなどお困りでしたら、一度ご相談ください。

また、ノロウイルスに対してアルコールは効きにくいため、ノロウイルスを不活化させる効果

が実証されているアルコール（サイプレスクリア：ヒノキから抽出した天然由来成分ヒノキチ

オール等含有した70％アルコール）等の販売も行っています。弊社では、サイプレスクリア
の販売当初から、食品工場や病院での使用実績もありますので、ご興味・ご心配なことがあ

れば弊社にお問い合わせください。
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ノロウイルスとは？ノロウイルスとは？ノロウイルスとは？ノロウイルスとは？

ノロウイルスは、毎年11月頃から幅広い年齢層の人が感染する急性胃腸炎の原因となるウイルス。わずか10～100個程度で

感染・発症し、症状としては、嘔吐、下痢、腹痛などがあります。ワクチンが開発されていないため、手洗いが一番の予防対策

です。さらに、感染者は、製造業務に従事させないことや、症状が治まっても病院等での検査、排泄物等の処理方法等の徹底

が必要です。
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